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令 和 ６ 年 版 改 定 に あ た っ て  

 北 海 道 建 設 部 が 発 注 す る 電 気 設 備 工 事 は 、 広 大 な 北 海 道 全 域 に ま た が り 、

施 工 管 理 上 機 材 の 品 質 管 理 は 重 要 な 課 題 と な っ て い ま す 。  

ま た 、 平 成 １ ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 「 公 共 工 事 の 品 質 確 保 の 促 進 に 関 す る 法

律 」 が 施 行 さ れ 、 公 共 工 事 の 品 質 確 保 が 地 方 公 共 団 体 の 責 務 と な り ま し た 。  

本 仕 様 書 は 、 配 ・ 分 電 盤 類 の 質 的 統 一 、 技 術 水 準 の 維 持 等 適 正 な 品 質 管 理 、

機 器 製 作 ま で の 省 力 化 及 び 耐 久 性 能 の 強 化 を 目 的 と し て 制 定 し た も の で あ り 、

内 容 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 電

気 設 備 工 事 編 ） 」 の 各 項 目 （ 同 じ 内 容 の 項 目 は 省 略 ） に お い て 製 造 者 に よ り

製 品 の 品 質 に 差 異 の で る 可 能 性 が あ る 部 分 を 、 北 海 道 の 地 域 特 性 に 合 わ せ て

仕 様 を 限 定 し 又 は 追 記 、 補 完 し た も の で す 。  

当 令 和 ６ 年 版 に お い て は 、 国 土 交 通 省 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 令

和 ４ 年 版 ） 」 の 改 定 を 基 に 見 直 し を 行 っ て い ま す 。 本 仕 様 書 を も と に 、 併 せ

て 国 土 交 通 省 標 準 仕 様 書 と の 対 比 を も っ て 配 ・ 分 電 盤 類 が 製 作 さ れ 、 本 仕 様

書 が よ り 優 れ た 品 質 管 理 の 一 助 と な る こ と を 期 待 す る 次 第 で す 。  

 

令 和 ６ 年 ４ 月  

北 海 道 建 設 部 建 築 局 建 築 整 備 課  

電 気 設 備 第 一 係 ・ 第 二 係  
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電 力 ３ ０ ９   配 電 盤   屋 内 形 （ 内 部 ） の 構 造 例 １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  １ ０  

電 力 ３ １ ０   配 電 盤   屋 内 形 （ 内 部 ） の 構 造 例 ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  １ １  

電 力 ３ １ １   配 電 盤   屋 外 形 （ 外 観 ） の 構 造 例 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  １ ２  

電 力 ３ １ ２  制 御 盤   自 立 型 の 構 造 例 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  １ ３  

電 力 ３ １ ３   制 御 盤  壁 掛 型 の 構 造 例 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  １ ４  
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第 １ 編  一 般 共 通 事 項  

 

 

 

第 １ 章  一 般 事 項  

1 .1 .1  

適 用  

 

設 計 図 書  

設 計 図 書 の 優 先 順 位  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 編  電 力 設 備 工 事  

第 １ 章  機 材  

 

1 .7 .1  

一 般 事 項  

 

第 １ 節 総 則  

設 計 図 書 に 記 載 し て あ る 事 項 以 外 は 、 こ の 標 準 仕 様 書

に よ る 。  

 

 

本 仕 様 書 の 摘 要 は 電 気 設 備 工 事 に 使 用 す る 配 ・ 分 電 盤

等 に 限 る 。  

設 計 図 書 と は 、 図 面 及 び 特 記 仕 様 書 を い う 。  

す べ て の 設 計 図 書 は 、 相 互 に 補 完 す る も の と す る 。 た

だ し 、 設 計 図 書 間 に 相 違 が あ る 場 合 、 設 計 図 書 の 優 先 順

位 は 、 次 の と お り と す る 。  

（ １ ） 特 記 仕 様 書  

（ ２ ） 図 面  

（ ３ ） 本 標 準 仕 様 書  

（ ４ ） 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 公 共 建 築 工 事

標 準 仕 様 書 （ 電 気 設 備 工 事 編 ） 令 和 ４ 年 版  

な お 、 本 仕 様 書 中 の 『 本 文 （   ） 』 内 は 、 国 土 交 通 省 標

準 仕 様 書 よ り の 引 用 文 で あ り 、 補 完 仕 様 と は 、 本 標 準 仕

様 書 を 指 す 。  

ま た 、 本 文 中 、 記 述 項 目 の 飛 ん で い る 部 分 は 、 国 土 交 通

省 標 準 仕 様 書 本 文 の ま ま と す る 。  

 

 

 

第 ７ 節   分     電     盤  

 

(3 )製 作 に 関 す る 承 諾 図 は 、 構 造 図 の 添 付 が あ る も の に
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1 .7 .2  

構 造 一 般  

 

 

 

 

 

 

 

 

1 .7 .3  

キ ャ ビ ネ ッ ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限 る 。  

(4 )安 全 確 保 の た め の 警 告 表 示 は 、 （ 社 ） 日 本 配 電 制 御

シ ス テ ム 工 業 会 の 定 め る 「 配 電 盤 類 の 安 全 確 保 の た め の

警 告 表 示 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 に 基 づ き 行 う 。  

 

(2 )  

(ウ )防 水 又 は 防 湿 形 等 の パ ッ キ ン を 設 け る も の を 除 い

た 形 式 に つ い て は 保 護 板 等 の 隙 間 か ら 内 部 配 線 が 見 え

な い も の と し 、 形 式 別 の 構 造 は 、 標 準 図 （ 電 力 ３ ０ ２

～ ３ ０ ５ ） に よ る 。  

(6 )ド ア の 縦 寸 法 （ 扉 部 分 ） が 長 く な り 、 補 強 に よ る 強

度 の 確 保 が 困 難 な 場 合 は 、 主 幹 と 分 岐 の 扉 を 分 割 す る 。  

た だ し 、 分 岐 部 分 の ド ア に つ い て は こ の 限 り で な い 。  

(7 )  主 遮 断 器 の 取 付 は 、 縦 方 向 の 配 置 を 原 則 と す る 。  

 

(1 )   屋 内 用 キ ャ ビ ネ ッ ト は 、 次 に よ る 。  

(ア )キ ャ ビ ネ ッ ト を 構 成 す る 鋼 板 厚 さ の 適 用 は 、 表 １

７ . ( a1 )に 示 す 値 以 上 と し 、 補 強 の 基 準 は 、 表 １ . 7 . ( a

2)に よ る 。  

(イ )本 文 （ ド ア は 、 端 部 を Ｌ 又 は コ 字 形 の 折 曲 げ 加 工

を 施 す 。 ）  

       部 は コ 字 形 の 折 り 曲 げ 加 工 に 限 定 す る 。  

た だ し 、 蝶 番 側 の 一 辺 は 、 Ｌ 字 形 の 加 工 で も よ い 。  
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表 １ .７ . ( a1 )   キ ャ ビ ネ ッ ト の 鋼 板 厚 さ   〔 単 位 mm〕  

構 成 部  鋼 板  ｽﾃﾝﾚｽ  

ボ ッ ク ス  1 .6  1 .2  

保 護 板 又 は カ バ ー  1 .6  1 .2  

前 面 枠  

及 び ド ア  

面 積 0 .25 ㎡ 以 下  1 .6  1 .2  

面 積 0 .25 ㎡ を 超

え 0 .9 ㎡ 以 下  

1 .6  

(2 .0 )  

1 .2  

(1 .5 )  

面 積 0 .9 ㎡ 超 過  1 .6  

(2 .3 )  

1 .5  

(2 .0 )  

〔 備 考 〕  

(1 )前 面 枠 及 び ド ア の 面 積 は 、 次 に よ る 。  

(ｱ )  ボ ッ ク ス が 前 面 枠 を 兼 ね る 一 体 構 造 は 、 ド ア の

面 積 。  

(ｲ )  一 体 と な ら な い 構 造 は 、 ド ア を 含 む 前 面 枠 の 面

積 と す る 。  

な お 、 一 体 構 造 の 場 合 、 前 面 枠 の 鋼 板 の 厚 さ は 、

ボ ッ ク ス と 同 一 と し て よ い 。  

(2 )  (   )内 数 値 は 、 ド ア に 操 作 用 器 具 を 取 り 付 け る 場

合 に 適 用 す る 。  

(3 )  数 値 は 、 最 小 値 を 示 す 。   

 

表 １ .７ . ( a2 )  ド ア の 補 強 基 準   

ド ア の 鋼 板 厚 さ [単 位 mm]  補 強 が 必 要 に な る  

ド ア 長 辺 の 長 さ  鋼 板  ス テ ン レ ス  

1 .6  1 .2  0 .7m 超 過  

2 .0  

(2 .3 )  

1 .5  

(2 .0 )  

1 .2m 超 過  
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〔 備 考 〕  

(1 )操 作 用 器 具 の 有 無 に か か わ ら ず 行 う 。  

(2 )（  ） は ド ア に 操 作 用 器 具 が あ る 場 合 を 示 す 。  

 

(ケ )カ ー ド ホ ル ダ 内 の 記 名 は 、 文 字 印 刷 と し 容 易 に 消

え な い も の と す る 。  

(サ )盤 名 称 板 及 び 用 途 名 称 板 等 は 、 合 成 樹 脂 製 と し 、

キ ャ ビ ネ ッ ト 表 面 に 取 り 付 け る も の は ビ ス 止 め 式 と す

る 。  

又 使 用 ビ ス は 金 属 製 と し 、 屋 外 形 （ 防 湿 形 を 含 む ）

に は 、 ス テ ン レ ス 製 を 用 い 、 屋 内 形 は め っ き と 同 等 以

上 の 材 質 又 は 処 理 を ほ ど こ し た も の と す る 。  

な お 、 名 称 の 記 名 方 法 は 、 標 準 図 （ 電 力 ３ ０ １ ） に

よ る 。  

(シ )図 面 ホ ル ダ は 、 鋼 板 製 と し 、 大 き さ は 、 Ａ ４ 版 の

図 書 が 収 容 可 能 な も の を 原 則 と す る 。 な お 、 取 り 付 け

ス ペ ー ス の 制 約 を 受 け る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

(ス )原 則 と し て 、 表 面 み え が か り 部 分 と 内 面 は 、 同 色

と し 日 本 塗 料 工 業 会 色 見 本 帳 に よ る  #309(2 .5Y9/1  ｸ

ﾘｰﾑ系 )  を 標 準 色 と す る 。 た だ し 、 指 定 色 の 指 示 が あ る

場 合 は 内 面 の み 、 標 準 色 を 使 用 し て も よ い 。  

尚 、 こ の 場 合 の 内 面 と は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 内 部 を 指

し 、 ド ア の 裏 面 及 び ド ア を 開 い た 状 態 で 見 え る 保 護 板

等 は 表 面 み え が か り 部 分 と 同 義 で あ る 。  

(ソ )キ ャ ビ ネ ッ ト 内 部 に は 、 標 準 図 （ 電 力 ３ ０ ０ ） に

よ る 絶 縁 測 定 用 接 地 タ ー ミ ナ ル (ETT)  を 設 け る 。  

こ れ は 、 保 守 点 検 時 に 使 用 す る も の で 、 そ の 取 り 付
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1 .7 .4  

導 電 部  

 

 

1 .7 .7  

予 備 品 等  

 

1 .7 .8  

表 示  

 

 

 

1 .9 .1～ 8 

共 通 事 項  

 

 

 

 

け 位 置 は 、 保 護 板 を 開 い た 状 態 で 取 扱 い で き る も と

し 、 測 定 点 と Ｅ Ｔ Ｔ 間 の 距 離 を 最 大 800mm と し た 位

置 に 、 最 少 １ 個 設 け る 。  

尚 、 ド ア が 複 数 枚 の 場 合 は 、 ド ア ご と に 設 け る 。  

(タ )保 護 板 は ド ア 式 と し 、 そ の 蝶 番 は 保 護 板 の 表 面 よ

り 見 え な い も の と す る 。 な お 、 こ こ で い う 保 護 板 と は

器 具 取 付 板 全 体 を お お う も の で あ っ て 、 部 分 的 な も の

は こ の 限 り で な い 。  

尚 、 キ ャ ビ ネ ッ ト の 構 造 は 標 準 図 （ ３ ０ ２ ～ ３ ０

５ ） に よ る 。  

 

(1 )  

(イ )銅 帯 に は 、 原 則 と し て 、 め っ き を 施 す も の と し 、

材 質 は 、 ニ ッ ケ ル 又 は す ず を 標 準 と す る 。  

 

ド ア ハ ン ド ル の 鍵 は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ご と 、 種 類 ご と に

２ 個 を 具 備 す る 。  

 

製 造 者 及 び 施 工 者 銘 板 は 、 金 属 製 と し 、 取 り 付 け は 、

ビ ス 又 は リ ベ ッ ト に よ る 。  

 

第 9 節  Ｏ  Ａ  盤  

 

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標

準 仕 様 書 」 （ 電 気 設 備 工 事 編 ） 令 和 ４ 年 版 に よ る ほ か 、

該 当 す る 項 目 に つ い て は 、 本 仕 様 書  第 7 節   分 電 盤 に

よ る 。  
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1 .10 .1～ 8 

共 通 事 項  

 

 

 

 

 

1 .11 .1～ 7 

共 通 事 項  

 

 

 

 

 

 

 

1 .11 .8  

引 込 開 閉 器 箱  

 

 

 

 

1 .12 .1  

一 般 事 項  

 

 

 

第 10 節   実     験     盤  

 

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標

準 仕 様 書 」 （ 電 気 設 備 工 事 編 ） 令 和 ４ 年 版 に よ る ほ か 、

該 当 す る 項 目 に つ い て は 、 本 仕 様 書 ・ 第 7 節   分 電 盤 に

よ る 。  

 

第 11 節   開   閉   器   箱  

 

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標

準 仕 様 書 」 （ 電 気 設 備 工 事 編 ） 令 和 ４ 年 版 に よ る ほ か 、

該 当 す る 項 目 に つ い て は 、 本 仕 様 書 ・ 第 7 節   分 電 盤 に

よ る 。  

た だ し 、 保 護 板 は 不 要 と し 、 開 閉 器 の 一 次 及 び 二 次 側

接 続 端 子 部 及 び 端 子 台 に は 保 護 カ バ ー を 設 け る 。  

な お 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 内 部 に は 、 １ . 7 .３ (1 ) (ソ )  に よ る 絶

縁 測 定 用 接 地 タ ー ミ ナ ル (ETT)を 設 け る 。  

 

低 圧 受 電 の 場 合 に 、 引 込 み 地 点 に 設 置 す る 電 力 需 給 用

計 器 を 収 め た 盤 （ 引 込 開 閉 器 箱 ） に つ い て も 、 前 記 と 同

様 と す る 。  

 

第 １ 2 節   制     御     盤  

 

(1 )安 全 確 保 の た め の 警 告 表 示 は 、 （ 社 ） 日 本 配 電 制 御

シ ス テ ム 工 業 会 の 定 め る 「 配 電 盤 類 の 安 全 確 保 の た め の

警 告 表 示 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 に 基 づ き 行 う 。  
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1 .12 .3  

キ ャ ビ ネ ッ ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1 )屋 内 用 キ ャ ビ ネ ッ ト は 、 次 に よ る 。  

(ア )キ ャ ビ ネ ッ ト を 構 成 す る 鋼 板 厚 さ の 適 用 は 、 表 １ .

１ 2 . (a1 )に よ る 。  

 

表 １ .１ 2 . (a1 )   キ ャ ビ ネ ッ ト の 鋼 板 厚 さ   〔 単 位 mm〕  

構 成 部  鋼 板  ｽﾃﾝﾚｽ  

ボ ッ ク ス  1 .6  1 .2  

ド ア  

面 積 0 .25 ㎡ 以 下  1 .6  1 .2  

面 積 0 .25 ㎡ を 超

え 0 .9 ㎡ 以 下  

2 .0  1 .5  

面 積 0 .9 ㎡ 超 過  2 .3  2 .0  

〔 備 考 〕  

(1) 数 値 は 最 小 値 を 示 す 。   

 

(ウ )本 文 （ ド ア の 端 部 は 、 Ｌ 又 は コ 字 形 の 折 り 曲 げ 加

工 を 施 す ）    部 は 、 コ 字 形 の 折 り 曲 げ 加 工 に 限 定

す る 。  

た だ し 、 蝶 番 側 の 一 辺 は 、 Ｌ 字 形 の 加 工 で も よ い 。  

(ク )本 文 （ ド ア 裏 面 に 、 単 線 結 線 図 、 展 開 接 続 図 等 を

収 容 す る 図 面 ホ ル ダ を 設 け る 。 ）  図 面 ホ ル ダ は 、 原 則

鋼 板 製 と し 、 大 き さ は Ａ ４ 版 の 図 書 が 収 容 可 能 な も の

と す る 。 取 り 付 け ス ペ ー ス の 制 約 を 受 け る 場 合 は 、 こ

の 限 り で な い 。  

(ケ )本 文 （ 負 荷 名 称 及 び 電 動 機 出 力 を 記 載 し た 負 荷 名

称 板 を 、 電 流 計 の 付 近 に 設 け る 。 な お 電 動 機 出 力 は 別
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1 .12 .4  

導 電 部  

 

 

1 .12 .6  

器 具 類  

 

1 .12 .7  

予  備  品  等  

 

 

1 .12 .8  

表 示  

 

 

 

銘 板 と す る こ と が で き る 。 ） の     部 は 、 同 一 銘

板 に 限 る も の と す る 。  

(シ )用 途 名 称 板 等 は 、 合 成 樹 脂 製 と し 、 キ ャ ビ ネ ッ ト

表 面 に 取 り 付 け る も の は ビ ス 止 め 式 、 内 部 の 取 り 付 け

は 貼 り 付 け 式 と す る 。  

又 使 用 ビ ス は 金 属 製 と し 、 屋 外 形 （ 防 湿 形 を 含 む ）

に は 、 ス テ ン レ ス 製 を 用 い 、 屋 内 形 は 、 め っ き と 同 等

以 上 の 材 質 又 は 処 理 を 施 し た も の と す る 。  

な お 、 名 称 の 記 名 方 法 は 、 標 準 図 （ 電 力 ３ ０ １ ） に

よ る 。  

(ス )キ ャ ビ ネ ッ ト の 構 造 は 、 標 準 図 （ 電 力 ３ １ ２ ,３  

１ ３ ） に よ る 。  

 

(1 )  

(イ )銅 帯 に は 、 原 則 と し て 、 め っ き を 施 す も の と し 、

材 質 は 、 ニ ッ ケ ル 又 は す ず を 標 準 と す る 。  

 

(2 )単 位 装 置 に 使 用 す る 、 配 線 用 遮 断 器 等 の フ レ ー ム 容

量 は 、 定 格 電 流 ２ ０ Ａ 以 下 の 場 合 、 ３ ０ Ａ F と す る 。  

 

(1 )予 備 品 は 、 次 に よ る 。  

ド ア ハ ン ド ル の 鍵 は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ご と 、 種 類 ご と に ２

個 を 具 備 す る 。  

 

製 造 者 及 び 施 工 者 銘 板 は 、 金 属 製 と し 、 取 り 付 け は 、 ビ

ス 又 は リ ベ ッ ト に よ る 。  
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第 ３ 編  受 変 電 設 備 工

事  

第 １ 章   機 材  

 

1 .1 .1  

一 般 事 項  

 

 

 

 

 

 

1 .1 .2  

構 造 一 般  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 １ 節  キ ュ ー ビ ク ル 式 配 電 盤  

 

(1 )非 常 電 源 専 用 受 電 設 備 は 、 本 節 に 定 め る 事 項 及 び

（ 社 ） 日 本 電 気 協 会 「 キ ュ ー ビ ク ル 式 非 常 電 源 専 用 受 電

設 備 認 定 委 員 会 」 の 定 め る 「 認 定 規 約 」 に 適 合 し た も の

と す る 。  

(2 )安 全 確 保 の た め の 警 告 表 示 は 、 （ 社 ） 日 本 配 電 制 御

シ ス テ ム 工 業 会 の 定 め る 「 配 電 盤 類 の 安 全 確 保 の た め の

警 告 表 示 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 に 基 づ き 行 う 。  

 

(3 )キ ャ ビ ネ ッ ト 表 面 に 取 り 付 け る 用 途 名 称 板 等 は 、 合

成 樹 脂 製 と し 、 ビ ス 止 め 式 と す る 。 又 、 使 用 ビ ス は 金 属

製 と し 、 屋 外 形 （ 防 湿 形 を 含 む ） に は 、 ス テ ン レ ス 製 を

用 い 、 屋 内 形 は め っ き と 同 等 以 上 の 材 質 又 は 処 理 を 施 し

た も の と す る 。  

な お 、 名 称 の 記 名 方 法 は 、 標 準 図 （ 電 力 ３ ０ １ ） に よ

る 。  

(7 )ケ ー ブ ル 引 き 込 み 、 引 出 し 口 の 底 板 （ 通 線 孔 の 当

板 ） は 、 厚 さ ５ ㎜ の 塩 化 ビ ニ ー ル 板 （ グ レ ー 色 ） を 用 い

る 。  

(9 )主 要 器 具 の 取 付 板 又 は 取 付 枠 の 基 準 は 、 表 １ .１ (9 )  

に よ る 。  
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1 .1 .3  

キ ャ ビ ネ ッ ト  

 

 

 

 

 

表 １ .１ . (9 )  取 付 板 又 は 取 付 枠 の 呼 び 厚 さ   〔 単 位 mm〕  

 材 料  材 料 の 呼 び 厚 さ  

面 積 0 .1 ㎡ を 超

え る も の  

取 付 板  鋼 板  3 .2 以 上  

取 付 枠  鋼 板  2 .3 以 上  

軽 量 形 鋼  2 .3 以 上  

平 形 鋼 ・ 山 形 鋼  3 .0 以 上  

〔 備 考 〕 鋼 板 に は 、 必 要 に 応 じ 補 強 を 行 う 。  

 

(13 )母 線 の 断 路 器 、 負 荷 開 閉 器 前 面 に は 、 厚 さ ５ mm 以

上 で 、 透 明 な 絶 縁 性 の 保 護 カ バ ー を 設 け 、 そ の 表 面 に 、

彫 刻 又 は シ ー ル 等 に よ り 赤 色 で 「 危 険 」 の 旨 の 表 示 を 行

う 。  

保 護 カ バ ー は 、 工 具 を 使 用 せ ず に 取 扱 い が で き る 、 着 脱

の 容 易 な ビ ス 止 め 式 と す る 。  

た だ し 、 開 閉 操 作 は 、 保 護 カ バ ー を 取 り 外 す 事 な く 、 フ

ッ ク 棒 に て 操 作 で き る こ と 。 な お 、 フ ッ ク 棒 の 収 納 位 置

を キ ャ ビ ネ ッ ト 表 面 に シ ー ル 等 で 表 示 す る 。  

(14 )形 式 別 の 構 造 等 は 、 標 準 図 （ 電 力 ３ ０ ６ ～ ３ １ １ ）

に よ る 。  

 

(1 )構 成 部 の 鋼 板 の 呼 び 厚 さ の 適 用 基 準 は 、 表 １ .１ (1 )  

に よ る 。  
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表 １ .１ . (1 )    鋼 板 の 厚 さ   〔 単 位 mm〕  

構 成 部  鋼 板 の 呼 び 厚 さ  

屋 内  屋 外  

側 面 板  2 .3[2 .0]以 上  2 .3[2 .0]以 上  

底 板  2 .3[2 .0]以 上  2 .3[2 .0]以 上  

屋 根 板  2 .3[2 .0]以 上  2 .3[2 .0]以 上  

仕 切 板  1 .6[1 .5]以 上  1 .6[1 .5]以 上  

ド ア 及 び 前 面 板  3 .2[2 .0]以 上  3 .2[2 .0]以 上  

〔 備 考 〕  

(1 )仕 切 板 は 、 配 電 盤 内 に 隔 壁 と し て 使 用 す る も の を

い う 。  

(2 )ケ ー ブ ル 引 込 み 、 引 出 し 口 の 底 板 は 、 取 外 し で き

る も の と す る 。  

(3 )［  ］ 内 数 値 は ス テ ン レ ス 鋼 板 の 場 合 を 示 す 。  

(2 )屋 内 用 配 電 盤 は 、 次 に よ る 。  

(ウ )本 文 (ド ア の 端 部 は 、 Ｌ 又 は コ 字 形 の 折 曲 げ 加 工 を

施 す 。 )  

        部 は 、 コ 字 形 の 折 り 曲 げ 加 工 に 限 定 す る 。

た だ し 蝶 番 側 の 一 辺 は 、 Ｌ 字 形 の 加 工 で も よ い 。  

な お 、 折 り 曲 げ た 突 き 合 わ せ 部 分 は 溶 接 加 工 を 行

う 。  

(4 )ド ア 裏 面 等 に 、 結 線 図 等 Ａ ４ 版 の 図 書 が 収 容 で き

る 、 鋼 板 製 の 図 面 ホ ル ダ を 設 け る 。  

(5 )キ ャ ビ ネ ッ ト を 固 定 す る 基 礎 ボ ル ト （ ア ン カ ー ） の
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1 .1 .4  

導 電 部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 .1 .5  

器 具 類  

 

 

 

 

 

 

取 付 部 は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト の 設 置 後 も そ の 状 態 を 確 認 で き

る も の と し 、 構 造 は 標 準 図 （ 電 力 ３ ０ ６ ） に よ る 。  

 

(3 )  

(エ )   低 圧 の 主 回 路 配 線 は 、 原 則 と し て 絶 縁 電 線 を 用

い る 。  

た だ し 、 絶 縁 電 線 の 最 大 サ イ ズ （ ３ ２ ５ ㎜２  ） を 超

え る 場 合  は 、 銅 帯 を 使 用 し て も よ い 。 な お 、 絶 縁 電 線

の 並 列 接 続 等 は 、 行 わ な い 。  

(6 )  

(ウ )   VT、 CT 等 の ２ 次 側 等 及 び 制 御 回 路 等 の 配 線

は 、 符 号 を 付 し た 白 色 の 絶 縁 キ ャ ッ プ （ 又 は チ ュ ー

ブ ） に て 、 識 別 す る 。  

(8 )   外 部 配 線 及 び ケ ー ブ ル 等 の 接 続 は 、 容 易 か つ 安 全 に

行 え る 構 造 と し 表 面 接 続 を 原 則 と す る 。   た だ し 、 盤 内

点 検 通 路 が 確 保 で き る 場 合 は 、 通 路 側 よ り 接 続 す る 構 造

で も よ い 。 こ の 場 合 の 点 検 通 路 と は 、 充 電 中 で も 立 入 る

こ と の で き る 安 全 が 確 保 さ れ て い る 通 路 を い う 。  

な お 、 負 荷 の 接 続 は 、 配 線 用 遮 断 器 等 の 端 子 と 別 個 に

設 け た 負 荷 端 子 台 に よ り 行 え る も の と す る 。  

 

(1 )   開 閉 器 類 は 、 次 に よ る 。  

(エ )   埋 込 形 (ﾌﾗｯｼ ｭﾌﾟﾚ ｰﾄ付 )  を 用 い 縦 方 向 に 配 置 す

る 。  

(20 )   配 線 用 遮 断 器 等 の 用 途 名 称 板 は 、 合 成 樹 脂 製 と

し 、 取 り 付 け 方 法 は 、 貼 り 付 け と す る 。  
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1 .1 .7  

予 備 品 等  

 

 

 

 

 

1 .1 .8  

表 示  

 

第 ６ 編  通 信 ・ 情 報  

        設 備 工 事  

第 １ 章  機 材  

 

1 . 4 . 1  

一 般 事 項  

       

       

       

 

 

 

 

 

      

 

な お 、 点 検 通 路 を 有 す る 場 合 は 、 そ の 裏 面 に も 取 付 け

る 。 こ の 場 合 は シ ー ル で も よ い 。  

 

予 備 品 等 は 、 次 に よ る 。  

本 文 （ 予 備 品 、 附 属 工 具 等 は 製 造 者 の 標 準 一 式 と す る 。  

た だ し 、 ヒ ュ ー ズ は 、 現 用 数 の ２ ０ ％ と し 、 種 別 及 び 定

格 ご と に １ 組 以 上 と す る 。 ）  

な お 、 付 属 品 と し て 、 ハ ン ド ル の 鍵 （ キ ー ） は 、 種 類 ご

と に ２ 個 を 具 備 す る 。  

 

製 造 者 及 び 施 工 者 銘 板 は 、 金 属 製 と し 、 取 り 付 け は 、 ビ

ス 又 は リ ベ ッ ト に よ る 。  

 

 

 

第 ４ 節   端 子 盤 ・ 機 器 収 納 ラ ッ ク 等  

 

(6）  

(ア )キ ャ ビ ネ ッ ト を 構 成 す る 鋼 板 厚 さ の 適 用 は 、 本 仕

様 書 第 ２ 編 ・ 表 １ . 7 . ( a1 )  に よ る 。  

(イ )ド ア の 補 強 は 、 本 仕 様 書 ・ 第 2 編 ・ 表 １ .７ . ( a2 )

に よ る 。  

(ウ )キ ャ ビ ネ ッ ト 内 に 、 接 地 端 子 座 に よ る 接 地 端 子 を

設 け る 。  

(エ )用 途 名 称 板 等 は 、 本 仕 様 書 ・ 第 ２ 編 １ . 7 .３ (1 ) (コ )
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１ . 11 .４  

機 器 収 容 箱  

に よ る 。  

(オ )指 定 色 等 は 、 本 仕 様 書 ・ 第 ２ 編 １ . 7 .３ (1 ) (シ )に よ

る 。  

(カ )HUB 等 を 収 容 す る も の は 、 十 分 な 開 口 を 有 す る 放

熱 口 を 設 け る 。  

 

第 １ １ 節   テ レ ビ 共 同 受 信 装 置  

 

(1）  

(ア )キ ャ ビ ネ ッ ト を 構 成 す る 鋼 板 厚 さ の 適 用 は 、 本 仕

様 書 第 ２ 編 ・ 表 １ . 7  .(a1)に よ る 。  

(イ )ド ア の 補 強 は 、 本 仕 様 書 ・ 第 2 編 ・ 表 １ .７ . ( a2 )

に よ る 。  

(ウ )キ ャ ビ ネ ッ ト 内 に 、 接 地 端 子 座 に よ る 接 地 端 子 を

設 け る 。  

(エ )用 途 名 称 板 等 は 、 本 仕 様 書 ・ 第 ２ 編 １ . 7 .３ (1 ) (コ )

 に よ る 。  

(オ )指 定 色 等 は 、 本 仕 様 書 ・ 第 ２ 編 １ . 7 .３ (1 ) (シ )に よ

る 。  

(カ )増 幅 器 を 収 容 す る も の は 、 十 分 な 開 口 を 有 す る 放

熱 口 を 設 け る 。   

  

 



名称板（又はシール）

絶縁測定用接地ターミナル電力３００ 分 電 盤

1

ＥＴＴ

０．８ｍ以内

ＥＴＴ

分岐開閉器等

ＥＴＴ

接地端子（ＥＴ）

分電盤内部

〔備考〕（１）ＥＴＴはドアごとに設ける。

        （２）ＥＴとＥＴＴ間は、絶縁電線（5.5mm ）にて接続する。

        （３）名称板の表示は、アース（種別）とする。

              例）アース（ＥＤ）

コードクリップ用みぞ

銅帯（めっき仕上げ）
固定用穴×２

ＥＴＴ：絶縁測定用接地ターミナル

２

主
幹



記名方法及び表示例電力３０１ 用途名称板

2

１． 配電盤

２． 分電盤

３． 制御盤

４． 端子盤

（Ｌ－１）

（Ｐ－１）

（Ｔ－１）

５． 開閉器箱 （２００Ｖ）

６． その他 （ＴＶ－１）

〔備考〕（１） 材質はアクリル、字体は丸ゴシック体とし、裏彫刻とする。

        （２） 白地に黒文字とする。（非常用は白地に赤文字）

        （３） 名称の後に付記する管理記号は、ほぼ１/２の字高とする。

        （４） 開閉器箱は、用途名称を記名し、その使用電圧を付記する。

        （５） 配電盤の名称例

高圧引込盤 高圧饋電盤 低圧電灯盤 低圧動力盤

高圧コンデンサ盤 高圧分岐盤 低圧電灯・動力盤

高 圧 受 電 盤

電灯分電盤

動力制御盤

電話端子盤

溶接機用開閉器盤

ＴＶ機器収容盤



電力３０２ 分 電 盤 埋 込 形 の 構 造 例
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Ｅ
Ｔ

Ｃ
Ｈ

　
Ｎ

　
　

　
Ｐ

1
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5 6
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7
4

Ａ
～
Ａ
’
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面
図

9
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12
16
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Ａ
'

1
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面
枠
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ン
ド
ル
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辺
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げ
加
工
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シ
ョ
ン
ゴ
ム

ロ
ー
レ
ッ

ト
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又
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ワ

ン
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ッ
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め

金
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（
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）

2 3 4 5 7 8

6
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ド
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護
板
（
１
．

６
ｔ
）
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パ
レ
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タ

器
具
取
付
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ボ
ッ
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ス
板

埋
込
ボ
ッ
ク
ス

蝶
番
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13 151411 12109

単
位
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15

13

3

3
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’
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図
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Ｈ
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保
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．
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）
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3
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No
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00
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当
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1 2
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9 10
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ホ
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）

三
辺
コ
字

曲
げ
加
工

7
ロ
ー
レ
ッ
ト

ビ
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又
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単
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1
1
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9
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MC
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露 出 形 の 構 造 例電力３０３ 分 電 盤
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B

3

ワ
ン
タ
ッ
チ

止
め
金
具



Ａ
～
Ａ
’
断
面
図

保
護
板
（
１
．

６
ｔ
）

31 2

取
外
し
枠

取
手

9 10

カ
ー
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ポ
ス
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（
化

粧
ビ
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7
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ト

ビ
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又
は

6

4

5
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器
具
取
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板

蝶
番

単
位
　
〔
mm
〕

1

5

4

7

8

10

3

9
MC
B

Ａ
Ａ
’

露出形（ドアなし）の構造例

Ｃ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

　
Ｎ
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2

6

電力３０４ 分 電 盤

MC
B

5
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ン
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止
め
金
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防水・防湿形の構造例

〔
注

１
〕

　
屋

外
防

水
形

に
つ

い
て

は
、

Ｗ
寸

法
が

６
０

０
ｍ

ｍ
以

上
の

場
合

、

〔
注

２
〕

　
Ｇ

寸
法

は
、

５
０

ｍ
ｍ

を
原

則
と

し
、

構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合

Ｃ
Ｈ

　
Ｎ
　

　
　

Ｐ

パ
ッ
キ

ン
蝶

番

蝶
番

Ａ
～
Ａ
’
断
面
図

扉
ハ

ン
ド

ル

ロ
ー

レ
ッ

ト
ビ

ス

カ
ン
ヌ

キ
カ

ー
ド

ホ
ル

ダ

カ
ン
ヌ
キ
[注

１
]

ド
ア
ス
ト
ッ
パ
ー
[注

１
]

Ｇ
Ｇ

ま
た

は
Ｈ

寸
法

が
１

２
０

０
ｍ

ｍ
以

上
で

、
Ｗ

寸
法

が
４

０
０

ｍ
ｍ

以
上

の
場

合
は

、
ド

ア
ス

ト
ッ

パ
ー

及
び

カ
ン

ヌ
キ

を
設

け
る

こ
と

。

又
、

両
開

き
ド

ア
の

場
合

は
、

左
右

そ
れ

ぞ
れ

に
設

け
る

。
た

だ
し

、

設
け
な
い
。

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。

〔
注

３
〕

　
ド

ア
の

下
辺

は
、

コ
の

字
形

の
折

り
曲

げ
加

工
と

し
な

い
。

（
雨

水
の

溜
ま

ら
な

い
構

造
と

す
る

）

〔
注

４
〕

　
ハ

ン
ド

ル
は

、
「

閉
」

操
作

の
状

態
を

保
持

す
る

ロ
ッ

ク
式

ハ
ン

ド
ル

電力３０５ 分 電 盤

Ｍ
Ｃ
Ｂ

Ｍ
Ｃ

Ｂ

6

ド
ア

Ａ
Ａ
’

両
ド

ア
寸

法
（

幅
）

が
３

０
０

ｍ
ｍ

以
下

の
場

合
は

、
原

則
と

し
て

と
す
る
。

　
Ｎ
　

　
　

Ｐ

屋
外
形

（
屋
根

付
）
の

場
合

又
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
止
め
金
具



電力３０６ 配 電 盤 キュービクルベース（基礎ボルト部）の構造例

Φ

6t×50　FB（ボルト部分）

配電盤　側面

ベース100×50

基礎ボルト 屋 内 形

ドア

作業用穴（盲ゴム取付）

ベース100×50

基礎ボルト

ドア

配電盤　側面

屋 外 形

単位〔ｍｍ〕

7

（溶融亜鉛メッキ）



E
Q

E
Q

E
Q

E
Q

E
Q

E
Q

13 14

915

5

2

屋内形（外観）の構造例
17

1

16

1 18

4
12

11

1

7

6

8

1 4

ド
ア
　
鋼

板
３
．

２
ｔ

以
上
（

三
辺
又

は
四
辺

コ
の
字

折
曲
げ

加
工
）

2
天

井
　
鋼

板
２
．

３
ｔ

以
上

3 55 6 855 7 9 10

側
板
　
鋼

板
２
．

３
ｔ

以
上

基
礎
ベ
ー

ス
　
Ｊ

Ｉ
Ｓ
溝

形
鋼
１

０
０
×

５
０

名
称
板
　

合
成
樹

脂
製
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き

ビ
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め
）

把
手
　
（
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No
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00
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）
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収
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又
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切
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イ
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ー
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本
数
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は

、
耐
震

計
算
よ

り
算
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の
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定
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取
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付
け
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機
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に
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び

換
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（

自
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制
）
方

法
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熱
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定

す
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。
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、
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の
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合
、
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設
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。
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ド
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、
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て
も
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計
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る
。
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電力３０７ 配 電 盤
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屋内形（フレーム）の構造例
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1 4
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注
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造
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す

る
。
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。
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注
３
〕
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と
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通
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合
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。
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電力３０８ 配 電 盤
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屋内形（内部）の構造例１電力３０９ 配 電 盤
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